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１．Subtotal関数の基礎 

Subtotal(集計方法, 範囲) 

という書式で、「集計方法」には 1～11（101～111）の数

値が入ります。数値それぞれに意味がありますが、おも

に使うものは、 

「1（平均）」と「9（合計）」 

の２つ。 

右図で、C10セルに合計を出すには、 

「=Subtotal(9, C4：C9)」（「=Sum(C4：C9)」と同じ） 

C10 セルに平均を出すには、 

「=Subtotal(1, C4：C9)」（「=Average(C4：C9)」と同じ） 

 

２．表の中で小計を計算したいとき 

［問］ 

（１）右図のような表を作ってください。氏名や記

録の数値は、適当でかまいません。 

（２）6行目・11行目・16行目・22行目・23行目

は、A列と B列を結合して中央揃えします。 

（３）C列は、小数第 2位まで表示するようにしま

す。 

（４）C6・C11・C16・C22・C23に適切な関数を

入れてください。 

 

［解説］（４） 

Subtotal 関数は、Subtotal を計算に含みません。 

平均を出すのに Average関数を使うと、C23 では、

小計行（6行目・11行目・16行目・22行目）も計

算に含んでしまい、正しい答えを出しません。 

C6セルなら「=Subtotal(1, C4：C5)」というよう

に、Subtotal関数を使ってください。 

  

Subtotal関数で集計 

Subtotal（サブトータル）関数を使って、表の集計をしてみます。合計や平均などを求

めるときに使うのですが、ちょっと変わった性質があります。 

「表の中で小計を計算したいとき」や、「フィルター機能を使いたいとき」は、とても

便利です。 
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３．フィルター機能を使いたいとき 

［問］ 

（１）インターネットで、神奈川県の、市町村別人口

を調べてください（「神奈川県 人口」で検索すると

見つかります）。違う年の調査結果でもかまいません。 

（２）右図上のように、シートをまとめてください。 

（３）右図下のように、人口一覧の表部分を、テーブ

ルとして書式設定してください。 

（４）B～D列は、数値が３桁ずつカンマ表示される

ように書式設定してください。 

（５）B4～D4セルに、人口の合計が計算されるよう、

適切な関数を入力してください。ただし、テーブル

のフィルター機能を使ったときに、表示されている

データの合計がつねに表示されるようにします。 

 

［解説］（５） 

Subtotal 関数は、フィルター機能で表示されているも

ののみ計算対象とします。 

合計を出すとき、通常は Sum関数を使います。しかし

Sum関数は、フィルターで非表示となっている行も計

算してしまいます。 

B4セルなら「=Subtotal(9, B7：B39)」とします。 

（C4セル・D4セルも同様。） 

ためしに、A6セルで、横浜市・川崎市・相模原市のみ

表示させてみてください。男は 300万人程度になるは

ずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


